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株式会社山崎工業富士工場を訪ねて 

株式会社チキリ 服部厳一郎 

 

 一旦西へ抜けた台風１０号がブーメランのように戻り、観測史上初めて東北地方の太平洋側に直接上陸した

翌日、台風一過の８月３１日水曜日に、沼津地区環境保全協議会の取材班６名で株式会社山崎工業富士工場を

訪問いたしました。 

月末のお忙しい中、株式会社山崎工業 代表取締役社長の高橋拓史様におかれましては、大変丁寧なご説明

を頂き感謝申し上げます 

 

株式会社山崎工業は、創業者である山崎寿様が昭和40年10月に、株式会社大村総業より、東芝機械株式会

社の鋳造工場内にて鋳仕上げの請負をしていた部門を、引き継ぐことにより創業された会社です。 

砂から出された鋳物の表面をはつり・削る「鋳仕上げ」。そして、そのままでは直ぐに錆びてしまうので「シ

ョットブラスト」で表面のスケールを除去し「塗装」をする。また、溶接部の応力を除去するための「焼鈍」

が株式会社山崎工業の仕事です。 

特徴は、大きなモノを処理することが出来ることで、ショットブラストは、長さ１4m、重さ40tonまでシ

ョットを掛けることが出来ます。（次ページ写真1参照）また、焼鈍についても釜が大きく、長さ8mまで焼鈍する

ことが出来ます。ショットブラストも焼鈍も、ここまで大きなモノまで処理出来る会社は日本でも数少なく、

株式会社山崎工業は大物に特化することにより他社との差別化を図っています。 

１．会社概要 

社名  株式会社山崎工業.             ▽ 富士工場の外観 

  ◎本社  〒410-0022 沼津市大岡2210-1 

  代表者   代表取締役社長 高橋拓史 

設立    1965年（昭和40年）10月 

資本金   1,500万円 

事業内容 鋳仕上げ、応力除去焼鈍、塗装 

ショットブラスト・サンドブラスト 

  ◎富士工場概要 

  所在地 〒417-0826 静岡県富士市中里2593-4 

  開設 1991年（平成3年6月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  △ 環境への取組みを紹介していただいている様子    △ 工場見学の様子 
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２．環境への取り組み 

平成18年に、東芝機械協力協同組合の組合員数社でＩＳＯ１４００１を取得。毎年目標を掲げ、３Kと

呼ばれてしまっている鋳物工場を少しずつでもより環境に優しい企業とするべく活動をしています。（写真

2参照） 

① 騒音対策 

鋳仕上げの工程は、騒音が付きものの仕事であり、この点で近隣への影響に配慮をしなければなら

ない。特に鋳仕上げを行う本社工場（沼津市大岡）の隣には、中学校が隣接しているため防音壁を巡

らし防音対策を行っています。 

② ガス対策 

焼鈍に使用する燃料にＡ重油を使用していましたが、Ａ重油は不完全燃焼しやすく、NOx・SOx

を排出するので、排ガス発生の少ないＬＰＧへの転換を図りました。 

③廃棄物の削減 

    ・ショットブラストに使用する鉄球は使用を続けると摩耗し粉塵となってしまうので、これまで産業

廃棄物として処理してきましたが、現在は、この粉塵を再利用出来る業者を探し、有価物として

処理をしています。 

    ・塗装に於ける残塗料の処理は、特別管理産業廃棄物として処理しなければならないのですが、残っ

た塗料に薬品を添加することにより固め、廃プラとして処分するようにしています。 

④省エネ対策 

     早くから太陽光発電を設置しており、平均月１００ＫＷ程発電をしています。また、デマンドコン

トローラーを設置し節電に努めています。（写真3参照） 

 

３．将来への取り組み 

   ショットブラストは、鉄球や砂を対象となるモノに当てることによりその表面の不純物を除去するもの

で、強い力で、鉄球や砂を飛ばすためにコンプレッサーを使用するので、電力を多く消費し、同時に粉塵

も発生してしまいます。 

現在この課題に対し、鉄球や砂の代わりとしてレーザー光を使用する、レーザーブラスト装置を導入し

研究を重ねています。この装置は電源も家庭用の１００Ｖで使え、なおかつ少量のヒュームが発生します

が、粉塵発生はほとんど無いので環境に対しては非常によいものです。 

ただ、まだ既存のショットブラストと同等の仕事は出来ないので、これに近づける様に日々試行錯誤を

繰り返すと共にこの装置を使った新たな仕事の創出に努力しています。 

 

(写真1) 大型ショットブラスト  (写真2) 事務所内のISO14001掲示板    (写真3)モニター監視による節電の取組み 
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沼津市環境政策課だより                           

      

   

 

 

市民一人ひとりがエコ活動に取り組む「エコのまち沼津」を推進するためのイベントとして、「第７

回ぬまづエコ活動コンテスト」を開催しています。６月から９月までの募集期間で、全５部門合計 111

組（緑のカーテンフォトを含む。）の応募があり、地域エコリーダーや省エネ推進ネットワークぬまづ

の方々による事前選考により 17 組が上位チームとして選抜されました。 

現在、各部門から選抜された上位チームに投票を行い、投票結果によって大賞を決定する「全市民参 

加型」の「第７回ぬまづエコ活動コンテスト」を開催しています。 

つきましては、冊子（※後述）または市ホームページから上位選抜チームの活動内容を確認し、お気 

に入りのチームに投票をお願いします。また、投票いただいた方の中から抽選で１００名の方に、ミニ

LED ライトや QUO カードなどをプレゼントします。 
 

■投票について 

 ◆投票資格 どなたでも（沼津市民に限らず投票できます。） 

 ◆投票期限 平成 28 年 1２月 26 日（月）まで 

 ◆投票部門  

部門名 上位選抜チーム数（括弧内は応募総数） 

まちのエコ（地域部門） ３チーム(14) 

こどものエコ（幼・保・小中学校部門） ３チーム(12) 

おうちのエコ（個人・家庭部門） ３チーム(７) 

みんなのエコ（総合部門） ３チーム(６) 

みどりのカーテンフォト（写真部門） ５作品(72) 

◆投票方法 ●インターネットでの投票の場合 

       ①市ホームページ内「ぬまづエコ活動コンテスト」特設ページから投票※ 

  ②Facebook ページ「エコのまち沼津」から投票※ 

       ※投票サイトへの接続料及び通信料は、投票される方のご負担となります。 

●郵送または窓口投函での投票の場合 

①冊子裏表紙に添付された投票用紙をハガキに貼付して郵送 

（〒410-8601 沼津市御幸町 16-1 沼津市環境政策課 宛） 

  ②市役所７階環境政策課と各地区センターに設置された投票箱に投票用紙を投函 

 

※5 部門・111 組のすべての活動と作品を紹介した 

「ぬまづエコ活動コンテスト」冊子を、環境政策課窓口、 

各地区センター等で配布しています。 

また、電子データ（PDF ファイル）を、市ホームページ 

からダウンロードできます。 

第７回 ぬまづエコ活動コンテスト 

市民投票受付中 
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会の動き 
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☆平成２８年８月１８日 

  【広報部会】  水と空 第１５１号の校正 

 

☆平成２８年８月２８日 

  【広報部会】  水と空 第１５１号発行 

 

☆平成２８年８月３１日 

【広報部会】  ㈱山崎工業富士工場取材 

 

☆平成２８年８月３１日 

  【広報部会】  （１）第１５２号「水と空」の企画について 

          （２）その他 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

          （２）その他 

 

☆平成２８年１２月２日 

  【広報部会】  （１）第１５２号「水と空」の校正について 

          （２）第１５３号「水と空」の企画について 

          （３）その他 

 

☆平成２８年１２月６日 

  【先進事例視察研修会】視察先 静岡ガス㈱本社ビル 

 

☆平成２８年１２月６日 

  【事業部会】会員交流会 
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